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 6 月 中 旬 、 篭 ノ 登 山 (ｶｺﾞﾉﾄﾔﾏ )（ 2227

ｍ）に出 かけ た。上信 国境 にあ るこ の山

は、 高山 植物 の宝 庫と して 名高 い。  

 前 日、長野 新幹 線佐 久平 駅か ら直 路の

バ ス の 乗 り 入 れ で 着 い た 高 峰 温 泉 に 泊

っ た 。

高 峰 温

泉 は 標

高

2000

ｍ の 高

み に あ

る 雲 上

の 秘 湯 。

ラ ン プ

の 灯 が ほ の か に 揺 れ る 檜 風 呂 の 旅 情 が

たま らな い。お金 も高 いが 、何 とも ぜい

たく な山 旅で ある 。  

翌朝 9 時、高峰 温泉 発。カ ラマ ツ林 の

中の のど かな 登り 。路 端を 彩る イワ カガ

ミの ピン ク色 が愛 らし い。  

うぐ いす 展望 台か ら は 、岩 ゴロ ゴロ の

尾根 登り とな る。ツガ ザク ラが あち こち

で 目 を楽 し ま せ て く れ る。 10 時 、 水ノ

塔山 (ﾐｽﾞﾉﾄﾔﾏ ) (2200ｍ )。眼 下に 広が るス

キー 場の 緑が まば ゆか った 。  

 こ こか ら篭 ノ登 山へ は、岩を 乗り 越し

乗り 越し 、小 さな 登り 下り を繰 り返 すア

ルペ ン的 ムー ドの 稜線 歩き とな る。足元

には ツガ ザク ラ、ウメ バチ ソウ など が目

を 和 ま

せ る 。

10 時

45 分 、

篭 ノ 登

山 山 頂

（ 東 篭

ノ 登

山）。岩

ゴ ロ ゴ

ロの 山頂 から の展 望は 雄大 であ る。浅間

山、八ヶ 岳、北ア ルプ スさ えも 遠望 出来

た。目の 下に は池 ノ平 の湿 原が 広々 と広

がっ て見 えた 。  

 し ばら くの 展望 タイ ムの 後、池ノ 平に

向 か う 。 針 葉 樹 林 の 中 の 心 地 良 い 下 り 。

足 元 に は シ ョ ウ ジ ョ ウ バ カ マ が 出 迎 え

てく れた 。  

 池 ノ平 入口 の駐 車場 を過 ぎ、池ノ 平の

湿 原 を 木 道 に 沿 っ て 散 策 し つ つ 三 方 ヶ

峰に 向か う。この 湿原 は高 山植 物の 宝庫

との 評判 だが 、季 節が 早い せい か、残念

な が ら 花 に は 巡 り 会 え ず じ ま い の 散 策

だっ た。  

 池 ノ平 か ら ひ と 登 り して 、 12 時 、三

方ヶ 峰。この 山頂 南面 のガ レ場 がコ マク

サの お花 畑と のこ とだ が、その コマ クサ

の 保 護 の た め に ガ ッ チ リ と 金 網 柵 が 張

り 巡 ら せ て あ る 。 ま る で 収 容 所 で あ る 。

し か も そ の 金 網 柵 越 し に 見 る コ マ ク サ

たる や、まる で枯 死寸 前と いっ た風 情が

痛ま しか った 。  

 下 山は 、三 方見 晴歩 道と 呼ば れる 尾根

道を 地蔵 峠に 下っ た。途中 で の 昼食 休憩

を 含 め 景 色 を 眺 め な が ら の の ん び り し

た散 歩。 地蔵 峠バ ス停着 14 時。 午 後 1

本だ けの 佐久 平行 きバ スを 待つ間、つい

缶ビールの本数が重なった。  

篭 ノ 登 山 －花の名山－ 

篭 ノ 登 山 (池 ノ 平 か ら )  

 

東 篭 ノ 登 山 山 頂  

ラ ン プ の 露 天 風 呂  

鏡 池 と 池 ノ 平 湿 原  

水 ノ 塔 山 か ら 望 む 篭 ノ 登 山  


